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手頻の歳旦2
－福引一

明治30年正月に子規庵の賓客に用

意された歳旦帳。子規の新出句を始

めとする、虚子、碧梧桐等との賑や

かな正月の様子がわかる貴重な句集

を初公開いたします。

悌棲

第18回特別展
平成30年9月1目出～叩30日（日）
［展示資料】・明治30年自筆稿「丁酉遣珠」「福引」

・明治35年子規書簡

・『墨汁一滴』原稿
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筍や句農の貴人
ありやなし
明治35年の新聞日本の同僚古

島一雄宛での書簡。子規没後に

印刷物として公表はされました

が、原本の行方はその後不明で

した。百十六年日に出現した幻

の書簡を初公開いたします。
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財団法人子規庵保存会は、昭和3年7月18日に子規妹の正岡律を初代会長として設立認可されま

した。会員は河東乗五郎（碧梧桐）、高濱清（虚子）、寒川陽光（鼠骨）、五百木良三（瓢亭）香取秀

治郎（秀眞）、佐藤安之助（肋骨）、中村鈴太郎（不折）でした。

昭和20年の戦火による子規庵焼失と再建を経て、現在は保存会設立者達の遺志を継ぐボランティ

アにより、公開事業と子規庵維持保存事業を続けています。

【特別展示1】「子規の歳旦2－福引－」

明治30年から始まったとされる子規庵の正

月行事「歳旦帳」。数年前より子規庵に寄託さ

れた資料の調査を進めて参りました。「丁酉遺

珠」と題された歳旦帳は、子規新出句を始め

として、子規と弟子たちが福引遊びに興じる

賑やかな子規庵の正月が感じられる句集です。

本展示では、子規庵保存会設立90周年を

記念して、今までその所在と全容が明らかに

されていなかった「明治30年歳旦帳」2冊

を初公開いたします。

【特別展示2】「筍や嘲票の美人ありやなし」

子規生誕150年の昨年、子規庵に寄贈さ

れた買重な資料を、ど寄贈者に心から感謝

の意を表し、特別展示をいたします。

【子規書簡の句1明治35年5月4日、新聞
「日本」の同僚である古島一雄宛に子規が送

った書簡の文末「筍や目黒の美人ありやな

し」の句。子規と古島一雄の親交の深さを

感じられる書簡を初展示いたします。

【「墨汁一滴」律代筆原稿】子規の妹律は、

献身的な看護人のみがクローズアップされ

てきましたが、一所懸命に子規の創作活動

を支えようとした律の思いが込められた生

原稿を初展示いたします。

【子規遺品展】

病封木の子規遺品から

蔓陀羅他を特別展示いたします。

子規書簡の句 「墨汁一滴」律代筆原稿

寛永寺霊園


